高島高詩集『山脈地帯』における「戦争の詩」 by 金山 克哉
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文
は
、「
富
山
の
女
性
文
学
の
先
駆
者
・
小
寺
（
尾
島
）
菊
子
研
究
（
１
）
作
品
執
筆
年
譜
を
中
心
に
」『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
５
１
』
二
〇
〇
九
年
を
は
じ
め
と
し
て
、
本
稿
で
後
に
触
れ
る
も
の
の
他
、「
富
山
の
女
性
文
学
の
先
駆
者
・
小
寺
（
尾
島
）
菊
子
研
究
（
３
）
メ
デ
ィ
ア
と
の
攻
防
・『
ふ
る
さ
と
』
観
の
変
遷
」『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
（
５
３
）』
二
〇
一
〇
年
、「
富
山
の
女
性
文
学
の
先
駆
者
・
小
寺
（
尾
島
）
菊
子
研
究
（
４
）
徳
田
秋
声
・
三
島
霜
川
・
近
松
秋
江
と
『
あ
ら
く
れ
』
の
こ
と
」『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
（
５
５
）』
二
〇
一
一
年
、「
小
寺
（
尾
島
）
菊
子
の
少
女
雑
誌
戦
略
：
家
出
少
女
小
説
『
綾
子
』
の
『
冒
険
』」『
富
山
文
学
の
会
ふ
る
さ
と
文
学
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
』
二
〇
一
一
年
三
月
が
あ
る
。 
二 
金
子
幸
代
「
富
山
の
女
性
文
学
の
先
駆
者
・
小
寺
（
尾
島
）
菊
子
研
究
―
作
品
執
筆
年
譜
を
中
心
に
」
金
子
幸
代
編
『
小
寺
菊
子
作
品
集
２
』（
桂
書
房
、
二
〇
一
四
）、
五
〇
八
頁
。 
三 
小
寺
菊
子
「
逝
く
者
」
金
子
、『
小
寺
菊
子
作
品
集
２
』、
六
二
―
一
〇
〇
頁
。
以
下
引
用
箇
所
は
本
文
中
に
頁
数
の
み
記
す
。 
四 
「
私
の
好
き
な
私
の
作
」
こ
こ
で
は
金
子
、『
小
寺
菊
子
作
品
集
２
』、
一
一
四
頁
の
再
録
を
使
用
し
た
。 
五 
福
田
眞
人
『
結
核
の
文
化
史
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
）、
二
八
頁
。 
六 
同
上
、
二
頁
。 
七 
同
上
、
二
―
三
頁
。 
八 
同
上
、
一
〇
〇
―
一
〇
一
頁
。 
九 
小
寺
菊
子
「
死
の
幻
影
」
金
子
幸
代
編
『
小
寺
菊
子
作
品
集
３
』（
桂
書
房
、
二
〇
一
四
）、
一
二
一
頁
。
以
下
引
用
箇
所
は
本
文
中
に
頁
数
の
み
記
す
。 
一
〇 
小
寺
、「
死
の
幻
影
」、
一
一
四
―
一
二
九
頁
。 
一
一 
小
寺
菊
子
「
死
の
魅
惑
に
」
金
子
、『
小
寺
菊
子
作
品
集
３
』、
一
九
八
―
一
九
九
頁
。
以
下
引
用
箇
所
は
本
文
中
に
頁
数
の
み
記
す
。 
一
二 
金
子
幸
代
「
小
寺
（
尾
島
）
菊
子
と
『
女
子
文
壇
』・『
青
鞜
』
―
埋
も
れ
た
女
性
職
業
作
家
の
復
権
に
向
け
て
」
金
子
、『
小
寺
菊
子
作
品
集
２
』、
五
三
四
―
五
四
〇
頁
。 
一
三 
作
品
数
は
金
子
幸
代
の
ま
と
め
に
よ
る
。
金
子
、「
富
山
の
女
性
文
学
の
先
駆
者
」、
三
四
三
頁
。 
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高
島
高
詩
集
『
山
脈
地
帯
』
に
お
け
る
「
戦
争
の
詩
」 
金
山
克
哉 
１
は
じ
め
に 

北
方
を
描
い
た
詩
人
高
島
高
に
は
、「
戦
争
の
詩
」
が
あ
る
。 

『
山
脈
地
帯
』（
旗
社
出
版
部
昭
和
十
六
年
二
月
二
十
日
）
の
「
第
一
部
」
に
そ
れ
ら
は
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
あ
と
が
き
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。 
 
こ
の
中
に
は
、
随
分
古
い
も
の
も
あ
る
。
七
、
八
年
前
、
も
っ
と
の
も
の
も
あ
る
。
だ
か
ら
第
二
詩
集
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
新
し
い
も
の
ば
か
り
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
こ
れ
を
第
一
部
と
第
二
部
に
分
け
た
。
僕
の
詩
の
個
性
の
陰
陽
と
も
に
と
も
思
っ
て
分
け
て
み
た
。
～
略
～
第
一
部
は
多
く
戦
争
の
詩
（
傍
線
金
山
）
を
採
っ
た
。
又
極
く
は
じ
め
の
頃
の
も
の
も
入
れ
て
お
い
た
。
第
二
部
は
ず
っ
と
古
い
の
や
新
し
い
の
が
ま
ざ
っ
て
入
っ
て
い
る
。（
昭
和
十
五
年
八
月
十
日
記
） 
 
高
島
自
身
は
戦
争
に
関
す
る
詩
の
こ
と
を「
戦
争
詩
」「
戦
場
詩
」
「
愛
国
詩
」「
国
民
詩
」
と
呼
ば
ず
に
「
戦
争
の
詩
」
と
素
朴
に
呼
ん
で
い
る
。
坪
井
秀
人
が
『
声
の
祝
祭
日
本
近
代
詩
と
戦
争
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
一
九
九
七
年
八
月
三
一
日
）
の
中
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
大
東
亜
戦
争
が
激
化
す
る
に
し
た
が
っ
て
詩
は
国
民
に
対
す
る
呼
び
か
け
の
意
味
を
帯
び
、
詩
人
は
愛
国
の
精
神
を
高
揚
す
る
た
め
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
が
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
年
）
の
段
階
で
高
島
が
あ
く
ま
で
も
「
戦
争
の
詩
」
と
い
う
呼
称
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。「
戦
争
の
詩
」
の
「
の
」
を
多
義
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
の
」
に
は
、
例
え
ば
「
戦
争
に
関
係
し
た
詩
」「
戦
争
を
称
揚
す
る
詩
」「
戦
争
を
批
判
す
る
詩
」「
戦
争
に
対
す
る
割
り
切
れ
な
い
感
情
を
描
い
た
詩
」
な
ど
の
、
戦
争
に
対
す
る
様
々
な
関
与
、
思
索
の
幅
を
含
ん
で
よ
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
戦
争
の
詩
」
と
い
う
呼
称
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
ひ
と
く
く
り
に
は
で
き
な
い
、〈
ど
の
よ
う
な
視
点
で
戦
争
を
視
る
か
〉と
い
う
こ
と
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
内
包
す
る
。だ
か
ら
、
高
島
高
の
「
戦
争
の
詩
」
は
〈
文
学
に
描
か
れ
た
戦
争
表
現
の
多
様
性
〉
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
高
島
高
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３
、
支
那
を
舞
台
と
し
た
戦
争
の
詩 

『
山
脈
地
帯
』
の
前
半
に
は
多
く
「
戦
争
の
詩
」
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
支
那
」（
中
国
）
を
舞
台
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
集
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
年
）
は
、
日
中
戦
争
を
経
て
太
平
洋
戦
争
へ
と
時
局
が
軍
国
一
色
へ
と
傾
斜
し
て
い
く
こ
ろ
だ
。
戦
地
で
あ
る
支
那
の
詩
に
つ
い
て
は
、
行
軍
（「
夜
戦
塵
」）、
兵
士
た
ち
の
日
常
（「
麦
―
麦
と
兵
隊
に
」）、
戦
死
（「
日
本
人
に
題
す
」、
兵
士
ら
へ
の
慈
し
み
（「
征
野
」）、
生
還
の
安
堵
（「
熱
河
」）
な
ど
に
触
れ
た
も
の
が
多
い
。
ニ
ュ
ー
ス
映
画
館
で
観
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
戦
地
を
思
い
起
こ
し
、
そ
こ
に
駐
屯
す
る
兵
士
た
ち
の
こ
と
を
慮
り
、
日
本
の
風
土
を
懐
か
し
ん
で
い
る
だ
ろ
う
そ
の
心
中
を
察
す
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
も
あ
る
。（『
山
脈
地
帯
』
所
収
「
征
野
」
の
中
に
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
館
に
お
い
て
、
祖
国
を
離
れ
大
陸
に
駐
屯
す
る
部
隊
の
こ
と
に
触
れ
た
部
分
が
あ
る
。） 

そ
れ
ら
の
詩
は
、
日
本
軍
の
力
を
信
じ
る
一
方
で
、
支
那
の
広
大
な
自
然
の
中
に
投
げ
出
さ
れ
た
兵
士
た
ち
の
無
事
を
祈
る
優
し
さ
に
満
ち
て
い
る
。
支
那
を
舞
台
に
し
た
詩
に
は
月
光
や
果
て
し
な
い
空
や
荒
野
な
ど
が
多
く
描
か
れ
、
植
生
豊
か
な
日
本
と
は
全
く
異
な
っ
た
荒
涼
と
し
た
、
広
大
な
、
そ
し
て
の
未
知
の
風
土
に
立
つ
日
本
兵
の
姿
が
ま
る
で
影
絵
の
よ
う
な
手
法
（「
青
空
に
つ
い
て
（
シ
ネ
・
ポ
エ
ム
）」）
で
描
か
れ
て
い
る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
手
法
を
ま
じ
え
、
支
那
の
茫
漠
た
る
景
色
を
視
覚
化
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
高
島
高
の
支
那
の
詩
に
は
、
敵
国
を
攻
撃
し
殲
滅
す
る
こ
と
を
称
揚
し
た
表
現
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
も
異
国
の
風
土
の
中
で
受
動
的
に
現
実
を
生
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
兵
士
た
ち
へ
の
、
強
い
ら
れ
た
状
況
に
対
す
る
心
痛
が
詩
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
。 
４
、
仮
構
さ
れ
た
〈
戦
地
〉
と
〈
北
方
〉
の
関
係 

実
は
、
高
島
高
自
身
の
軍
医
と
し
て
の
従
軍
経
験
が
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
年
）
か
ら
帰
還
す
る
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
年
）
ま
で
の
約
三
年
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
山
脈
地
帯
』
に
あ
る
戦
争
の
詩
は
直
接
戦
地
を
経
験
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
か
ら
、
詩
の
中
に
登
場
す
る
戦
地
と
し
て
の
支
那
は
、
銃
後
の
生
活
の
中
で
ニ
ュ
ー
ス
映
画
な
ど
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
仮
構
、
総
合
し
て
創
り
出
さ
れ
た
〈
戦
地
〉
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
つ
、『
山
脈
地
帯
』
に
収
め
ら
れ
た
詩
篇
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が
ど
の
よ
う
に
戦
争
に
対
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
か
、
あ
る
い
は
し
な
か
っ
た
か
は
、
そ
の
詩
作
品
を
読
む
こ
と
で
こ
そ
理
解
さ
れ
る
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）
に
日
本
放
送
協
会
編
集
『
愛
国
詩
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、「
愛
国
詩
」
と
い
う
呼
称
が
世
に
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
年
）の
時
点
で
、
高
島
高
が
、
お
そ
ら
く
、
あ
え
て
「
戦
争
の
詩
」
と
い
う
呼
称
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
興
味
深
い
。 
２
、『
山
脈
地
帯
』
巻
頭
詩
「
北
方
五
光
景
」 

詩
集
『
山
脈
地
帯
』
は
「
北
方
五
光
景
」
と
い
う
詩
か
ら
始
ま
る
。〈
北
方
の
詩
人
〉
と
も
言
う
べ
き
高
島
高
の
描
く
風
土
は
、
冴
え
冴
え
と
し
た
寒
気
の
中
に
、
そ
の
寒
さ
そ
の
も
の
を
生
命
の
象
徴
と
し
て
感
受
す
る
眼
を
持
つ
。「
北
ア
ル
プ
ス
幻
想
」「
北
ア
ル
プ
ス
雪
景
」「
雪
の
湖
」「
立
山
颪
」「
北
方
」
の
五
篇
を
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
た「
北
方
五
光
景
」は
北
の
風
土
の
描
写
に
加
え
、
北
方
を
後
に
し
て
戦
地
へ
と
赴
く
者
た
ち
の
姿
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
四
つ
目
の
詩
「
立
山
颪
」
に
付
せ
ら
れ
た
「
註
」
の
中
に
は
立
山
の
「
厳
然
、
颯
爽
た
る
姿
体
」
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
た
後
、
立
山
を
「
北
方
魂
の
火
の
ご
と
き
烈
々
た
る
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
」
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
立
山
か
ら
「
今
ま
さ
に
皇
国
の
た
め
に
満
丈
の
気
を
吐
い
て
い
る
幾
多
の
北
方
勇
士
を
わ
れ
ら
の
第
一
線
に
送
っ
て
い
る
」
と
す
る
。
さ
ら
に
は
、「
こ
れ
ら
あ
ら
ゆ
る
北
方
人
は
、
必
ず
寒
冷
膚
を
破
る
立
山
颪
に
よ
っ
て
育
ま
れ
、
又
き
た
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
寒
冷
の
風
土
に
よ
っ
て
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
北
方
人
は
、
戦
場
に
赴
い
て
も
勇
壮
に
戦
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
故
郷
立
山
の
勇
姿
に
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
述
べ
て
い
る
の
だ
。
逆
の
見
方
を
す
れ
ば
、
戦
地
に
赴
く
者
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
を
機
に
、
改
め
て
〈
北
方
〉
と
い
う
風
土
の
強
靱
さ
を
見
い
だ
し
て
い
る
、
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
詩
を
読
む
限
り
、
高
島
高
は
、
理
不
尽
に
戦
地
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
く
者
が
い
る
こ
と
に
対
し
て
強
い
疑
問
を
抱
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
徴
兵
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
批
判
や
風
刺
を
試
み
る
と
い
う
よ
り
も
、
戦
争
の
理
不
尽
さ
の
中
に
い
な
が
ら
、
戦
地
に
赴
く
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の
無
事
を
祈
る
立
場
で
詩
を
書
い
て
い
る
。
故
郷
の
風
土
は
、
戦
地
と
い
う
遠
方
か
ら
思
い
返
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
寒
冷
の
相
貌
を
よ
り
冴
え
渡
ら
せ
て
い
く
。
そ
の
不
変
の
寒
冷
こ
そ
が
、
時
局
に
翻
弄
さ
れ
る
兵
士
た
ち
に
と
っ
て
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
、
と
言
う
よ
う
に
。 
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３
、
支
那
を
舞
台
と
し
た
戦
争
の
詩 

『
山
脈
地
帯
』
の
前
半
に
は
多
く
「
戦
争
の
詩
」
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
支
那
」（
中
国
）
を
舞
台
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
集
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
年
）
は
、
日
中
戦
争
を
経
て
太
平
洋
戦
争
へ
と
時
局
が
軍
国
一
色
へ
と
傾
斜
し
て
い
く
こ
ろ
だ
。
戦
地
で
あ
る
支
那
の
詩
に
つ
い
て
は
、
行
軍
（「
夜
戦
塵
」）、
兵
士
た
ち
の
日
常
（「
麦
―
麦
と
兵
隊
に
」）、
戦
死
（「
日
本
人
に
題
す
」、
兵
士
ら
へ
の
慈
し
み
（「
征
野
」）、
生
還
の
安
堵
（「
熱
河
」）
な
ど
に
触
れ
た
も
の
が
多
い
。
ニ
ュ
ー
ス
映
画
館
で
観
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
戦
地
を
思
い
起
こ
し
、
そ
こ
に
駐
屯
す
る
兵
士
た
ち
の
こ
と
を
慮
り
、
日
本
の
風
土
を
懐
か
し
ん
で
い
る
だ
ろ
う
そ
の
心
中
を
察
す
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
も
あ
る
。（『
山
脈
地
帯
』
所
収
「
征
野
」
の
中
に
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
館
に
お
い
て
、
祖
国
を
離
れ
大
陸
に
駐
屯
す
る
部
隊
の
こ
と
に
触
れ
た
部
分
が
あ
る
。） 

そ
れ
ら
の
詩
は
、
日
本
軍
の
力
を
信
じ
る
一
方
で
、
支
那
の
広
大
な
自
然
の
中
に
投
げ
出
さ
れ
た
兵
士
た
ち
の
無
事
を
祈
る
優
し
さ
に
満
ち
て
い
る
。
支
那
を
舞
台
に
し
た
詩
に
は
月
光
や
果
て
し
な
い
空
や
荒
野
な
ど
が
多
く
描
か
れ
、
植
生
豊
か
な
日
本
と
は
全
く
異
な
っ
た
荒
涼
と
し
た
、
広
大
な
、
そ
し
て
の
未
知
の
風
土
に
立
つ
日
本
兵
の
姿
が
ま
る
で
影
絵
の
よ
う
な
手
法
（「
青
空
に
つ
い
て
（
シ
ネ
・
ポ
エ
ム
）」）
で
描
か
れ
て
い
る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
手
法
を
ま
じ
え
、
支
那
の
茫
漠
た
る
景
色
を
視
覚
化
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
高
島
高
の
支
那
の
詩
に
は
、
敵
国
を
攻
撃
し
殲
滅
す
る
こ
と
を
称
揚
し
た
表
現
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
も
異
国
の
風
土
の
中
で
受
動
的
に
現
実
を
生
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
兵
士
た
ち
へ
の
、
強
い
ら
れ
た
状
況
に
対
す
る
心
痛
が
詩
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
。 
４
、
仮
構
さ
れ
た
〈
戦
地
〉
と
〈
北
方
〉
の
関
係 

実
は
、
高
島
高
自
身
の
軍
医
と
し
て
の
従
軍
経
験
が
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
年
）
か
ら
帰
還
す
る
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
年
）
ま
で
の
約
三
年
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
山
脈
地
帯
』
に
あ
る
戦
争
の
詩
は
直
接
戦
地
を
経
験
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
か
ら
、
詩
の
中
に
登
場
す
る
戦
地
と
し
て
の
支
那
は
、
銃
後
の
生
活
の
中
で
ニ
ュ
ー
ス
映
画
な
ど
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
仮
構
、
総
合
し
て
創
り
出
さ
れ
た
〈
戦
地
〉
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
つ
、『
山
脈
地
帯
』
に
収
め
ら
れ
た
詩
篇
- 2 - 
が
ど
の
よ
う
に
戦
争
に
対
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
か
、
あ
る
い
は
し
な
か
っ
た
か
は
、
そ
の
詩
作
品
を
読
む
こ
と
で
こ
そ
理
解
さ
れ
る
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）
に
日
本
放
送
協
会
編
集
『
愛
国
詩
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、「
愛
国
詩
」
と
い
う
呼
称
が
世
に
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
年
）の
時
点
で
、
高
島
高
が
、
お
そ
ら
く
、
あ
え
て
「
戦
争
の
詩
」
と
い
う
呼
称
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
興
味
深
い
。 
２
、『
山
脈
地
帯
』
巻
頭
詩
「
北
方
五
光
景
」 

詩
集
『
山
脈
地
帯
』
は
「
北
方
五
光
景
」
と
い
う
詩
か
ら
始
ま
る
。〈
北
方
の
詩
人
〉
と
も
言
う
べ
き
高
島
高
の
描
く
風
土
は
、
冴
え
冴
え
と
し
た
寒
気
の
中
に
、
そ
の
寒
さ
そ
の
も
の
を
生
命
の
象
徴
と
し
て
感
受
す
る
眼
を
持
つ
。「
北
ア
ル
プ
ス
幻
想
」「
北
ア
ル
プ
ス
雪
景
」「
雪
の
湖
」「
立
山
颪
」「
北
方
」
の
五
篇
を
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
た「
北
方
五
光
景
」は
北
の
風
土
の
描
写
に
加
え
、
北
方
を
後
に
し
て
戦
地
へ
と
赴
く
者
た
ち
の
姿
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
四
つ
目
の
詩
「
立
山
颪
」
に
付
せ
ら
れ
た
「
註
」
の
中
に
は
立
山
の
「
厳
然
、
颯
爽
た
る
姿
体
」
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
た
後
、
立
山
を
「
北
方
魂
の
火
の
ご
と
き
烈
々
た
る
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
」
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
立
山
か
ら
「
今
ま
さ
に
皇
国
の
た
め
に
満
丈
の
気
を
吐
い
て
い
る
幾
多
の
北
方
勇
士
を
わ
れ
ら
の
第
一
線
に
送
っ
て
い
る
」
と
す
る
。
さ
ら
に
は
、「
こ
れ
ら
あ
ら
ゆ
る
北
方
人
は
、
必
ず
寒
冷
膚
を
破
る
立
山
颪
に
よ
っ
て
育
ま
れ
、
又
き
た
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
寒
冷
の
風
土
に
よ
っ
て
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
北
方
人
は
、
戦
場
に
赴
い
て
も
勇
壮
に
戦
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
故
郷
立
山
の
勇
姿
に
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
述
べ
て
い
る
の
だ
。
逆
の
見
方
を
す
れ
ば
、
戦
地
に
赴
く
者
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
を
機
に
、
改
め
て
〈
北
方
〉
と
い
う
風
土
の
強
靱
さ
を
見
い
だ
し
て
い
る
、
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
詩
を
読
む
限
り
、
高
島
高
は
、
理
不
尽
に
戦
地
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
く
者
が
い
る
こ
と
に
対
し
て
強
い
疑
問
を
抱
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
徴
兵
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
批
判
や
風
刺
を
試
み
る
と
い
う
よ
り
も
、
戦
争
の
理
不
尽
さ
の
中
に
い
な
が
ら
、
戦
地
に
赴
く
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の
無
事
を
祈
る
立
場
で
詩
を
書
い
て
い
る
。
故
郷
の
風
土
は
、
戦
地
と
い
う
遠
方
か
ら
思
い
返
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
寒
冷
の
相
貌
を
よ
り
冴
え
渡
ら
せ
て
い
く
。
そ
の
不
変
の
寒
冷
こ
そ
が
、
時
局
に
翻
弄
さ
れ
る
兵
士
た
ち
に
と
っ
て
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
、
と
言
う
よ
う
に
。 
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て
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。 

白
蛇
伝
説
を
呼
び
水
と
し
て
黒
部
峡
谷
の
民
俗
世
界
を
呼
び
出
す
「
渓
潭
譜
―
黒
部
峡
谷
に
寄
す
」、
早
春
の
田
野
風
景
の
中
に
自
然
と
文
化
が
融
合
し
た
生
命
力
を
た
た
え
る
「
馬
込
風
景
―
或
は
早
春
の
田
野
」、
萩
原
朔
太
郎
に
あ
や
か
り
つ
つ
大
井
町
に
ま
つ
わ
る
恋
愛
の
記
憶
と
現
在
を
交
錯
さ
せ
た
「
大
井
町
の
記
憶
―
あ
る
友
の
う
た
え
る
」、
親
不
知
の
海
岸
風
景
を
医
師
独
自
の
医
学
用
語
に
よ
っ
て
描
い
た
「
北
の
貌
―
親
不
知
附
近
の
未
明
」、
晴
れ
た
横
浜
の
青
空
を
描
く
「
横
浜
山
上
の
詩
―
あ
る
年
の
記
念
の
た
め
に
」、
横
浜
の
街
な
み
に
乙
女
の
姿
を
重
ね
見
る
「
横
浜
風
景
」。
こ
れ
ら
の
詩
群
は
、
戦
争
そ
の
も
の
や
支
那
で
の
戦
い
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
北
方
五
光
景
」、「
夜
戦
塵
」、「
麦
―
麦
と
兵
隊
に
」、「
征
野
」、「
日
本
人
に
題
す
」、「
熱
河
」、「
戦
い
」、「
北
の
銃
後
」、「
野
戦
病
院
へ
の
手
紙
」
と
同
じ
「
第
一
部
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

伊
勢
功
治
が
「『
北
方
の
詩
』
刊
行
と
「
麺
麭
」」（『
現
代
詩
手
帖
』
第
六
十
一
巻
・
第
四
号
二
〇
一
八
年
四
月
一
日
）
に
お
い
て
、
戦
争
の
暗
い
影
が
作
品
世
界
の
陰
鬱
さ
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
指
摘
す
る
「
北
の
貌
」
以
外
に
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
戦
争
の
荒
涼
と
し
た
雰
囲
気
を
伝
え
る
も
の
は
な
い
。
一
体
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
詩
が
「
第
一
部
」
に
「
戦
争
の
詩
」
と
と
も
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。 

こ
れ
ら
の
詩
に
登
場
す
る
土
地
は
す
べ
て
高
島
高
ゆ
か
り
の
場
所
だ
。
黒
部
と
親
不
知
は
〈
北
方
〉
の
名
所
で
あ
る
。
馬
込
や
大
井
町
は
東
京
在
住
時
の
生
活
圏
で
あ
り
、
文
人
知
人
が
住
む
場
所
で
も
あ
っ
た
。
横
浜
は
高
島
高
が
勤
務
し
て
い
た
病
院
が
あ
っ
た
街
で
あ
る
。 

は
る
か
遠
い
支
那
。 

そ
れ
に
対
し
て
自
分
を
育
ん
だ
北
の
風
土
や
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
関
東
の
晴
れ
や
か
な
風
土
。 

戦
地
と
は
対
照
的
な
こ
れ
ら
の
土
地
を
支
那
の
風
景
と
並
置
す
る
理
由
は
何
か
。
そ
れ
は
推
し
量
る
に
、
空
間
の
同
時
性
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。想
像
力
に
よ
っ
て
視
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た〈
戦
地
〉も
ま
た
詩
の
中
で
は
確
か
に
存
在
す
る
現
実
で
あ
り
、か
つ
、
生
活
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
日
常
的
な
街
の
風
景
も
ま
た
確
か
な
現
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
け
離
れ
た
二
つ
の
現
実
が
反
発
も
せ
ず
、
矛
盾
も
せ
ず
、
浸
食
も
せ
ず
平
然
と
同
時
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
当
然
。
世
界
に
は
い
く
つ
も
の
〈
場
所
〉
が
時
を
同
じ
く
し
て
存
在
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
の
世
界
が
も
う
一
方
の
世
界
を
所
有
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
は
ず
だ
、
と
で
も
言
う
よ
う
に
。
そ
し
- 4 - 
は
、
そ
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
「
昭
和
十
五
年
八
月
十
日
」
か
ら
「
七
、
八
年
前
、
も
っ
と
の
も
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
六
、
七
年
（
一
九
三
一
年
、
一
九
三
二
年
）
あ
た
り
か
ら
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
年
）
ま
で
の
期
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

か
つ
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
東
京
の
日
本
大
学
予
科
に
入
学
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
同
大
学
文
科
に
進
み
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
昭
和
医
学
専
門
学
校
に
入
学
し
直
し
家
業
で
あ
る
医
師
を
目
指
す
た
め
に
学
業
に
励
み
、
そ
し
て
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
年
）
同
校
卒
業
後
に
は
横
浜
市
磯
子
区
に
あ
っ
た
市
の
電
気
局
病
院
内
科
に
勤
務
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
年
）
父
の
医
院
を
継
ぐ
た
め
に
郷
里
富
山
県
滑
川
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
戦
争
の
詩
は
も
ち
ろ
ん
、〈
北
方
〉
を
描
い
た
詩
の
多
く
も
東
京
、
横
浜
在
住
時
に
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
推
し
量
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
（「
北
方
の
冬
高
島
高
論
」『
群
峰
』
第
三
号
所
収
富
山
文
学
の
会
編
集
二
〇
一
七
年
三
月
四
日
）で
少
し
触
れ
て
い
る
が
、今
大
切
な
こ
と
は
、
〈
支
那
（
つ
ま
り
戦
地
）〉〈
北
方
〉
の
詩
の
い
ず
れ
も
が
、
そ
の
場
所
に
実
際
に
い
な
が
ら
に
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
異
な
っ
た
場
所
か
ら
思
い
起
こ
さ
れ
た
仮
構
の
産
物
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
高
島
高
は
、〈
仮
構
さ
れ
た
北
方
〉
を
〈
仮
構
さ
れ
た
戦
地
〉
か
ら
思
い
や
る
兵
士
た
ち
の
姿
を
二
重
、
三
重
に
想
像
し
て
「
戦
争
の
詩
」
を
作
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

想
像
さ
れ
た
戦
地
か
ら
想
像
さ
れ
た
北
方
を
思
い
や
る
、
と
い
う
想
像
。 

ま
た
は
、
想
像
さ
れ
た
北
方
が
想
像
さ
れ
た
戦
地
の
兵
士
た
ち
の
後
押
し
を
す
る
、
と
い
う
想
像
。 

体
験
主
義
を
超
え
て
想
像
さ
れ
、
仮
構
さ
れ
た
〈
戦
地
〉
と
〈
北
方
〉
と
い
う
二
つ
の
場
所
は
、
詩
人
の
思
考
の
な
か
で
つ
な
が
り
あ
っ
て
い
る
の
だ
。 
５
、
日
本
の
地
名
が
入
っ
た
詩 

前
章
で
は
、〈
戦
地
（
支
那
）〉
と
〈
北
方
（
故
郷
）〉
が
想
像
の
産
物
と
し
て
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
が
互
い
に
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。 

『
山
脈
地
帯
』
の
「
第
一
部
」
に
は
も
う
一
つ
、
詩
の
配
列
と
い
う
意
味
に
お
い
て
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、〈
戦
地
（
支
那
）〉
や
〈
北
方
（
故
郷
）〉
と
並
置
す
る
か
た
ち
で
、
日
本
国
内
の
具
体
的
な
地
名
を
前
景
化
し
た
詩
が
「
戦
争
の
詩
」
と
隣
接
し
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て
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。 

白
蛇
伝
説
を
呼
び
水
と
し
て
黒
部
峡
谷
の
民
俗
世
界
を
呼
び
出
す
「
渓
潭
譜
―
黒
部
峡
谷
に
寄
す
」、
早
春
の
田
野
風
景
の
中
に
自
然
と
文
化
が
融
合
し
た
生
命
力
を
た
た
え
る
「
馬
込
風
景
―
或
は
早
春
の
田
野
」、
萩
原
朔
太
郎
に
あ
や
か
り
つ
つ
大
井
町
に
ま
つ
わ
る
恋
愛
の
記
憶
と
現
在
を
交
錯
さ
せ
た
「
大
井
町
の
記
憶
―
あ
る
友
の
う
た
え
る
」、
親
不
知
の
海
岸
風
景
を
医
師
独
自
の
医
学
用
語
に
よ
っ
て
描
い
た
「
北
の
貌
―
親
不
知
附
近
の
未
明
」、
晴
れ
た
横
浜
の
青
空
を
描
く
「
横
浜
山
上
の
詩
―
あ
る
年
の
記
念
の
た
め
に
」、
横
浜
の
街
な
み
に
乙
女
の
姿
を
重
ね
見
る
「
横
浜
風
景
」。
こ
れ
ら
の
詩
群
は
、
戦
争
そ
の
も
の
や
支
那
で
の
戦
い
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
北
方
五
光
景
」、「
夜
戦
塵
」、「
麦
―
麦
と
兵
隊
に
」、「
征
野
」、「
日
本
人
に
題
す
」、「
熱
河
」、「
戦
い
」、「
北
の
銃
後
」、「
野
戦
病
院
へ
の
手
紙
」
と
同
じ
「
第
一
部
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

伊
勢
功
治
が
「『
北
方
の
詩
』
刊
行
と
「
麺
麭
」」（『
現
代
詩
手
帖
』
第
六
十
一
巻
・
第
四
号
二
〇
一
八
年
四
月
一
日
）
に
お
い
て
、
戦
争
の
暗
い
影
が
作
品
世
界
の
陰
鬱
さ
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
指
摘
す
る
「
北
の
貌
」
以
外
に
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
戦
争
の
荒
涼
と
し
た
雰
囲
気
を
伝
え
る
も
の
は
な
い
。
一
体
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
詩
が
「
第
一
部
」
に
「
戦
争
の
詩
」
と
と
も
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。 

こ
れ
ら
の
詩
に
登
場
す
る
土
地
は
す
べ
て
高
島
高
ゆ
か
り
の
場
所
だ
。
黒
部
と
親
不
知
は
〈
北
方
〉
の
名
所
で
あ
る
。
馬
込
や
大
井
町
は
東
京
在
住
時
の
生
活
圏
で
あ
り
、
文
人
知
人
が
住
む
場
所
で
も
あ
っ
た
。
横
浜
は
高
島
高
が
勤
務
し
て
い
た
病
院
が
あ
っ
た
街
で
あ
る
。 

は
る
か
遠
い
支
那
。 

そ
れ
に
対
し
て
自
分
を
育
ん
だ
北
の
風
土
や
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
関
東
の
晴
れ
や
か
な
風
土
。 

戦
地
と
は
対
照
的
な
こ
れ
ら
の
土
地
を
支
那
の
風
景
と
並
置
す
る
理
由
は
何
か
。
そ
れ
は
推
し
量
る
に
、
空
間
の
同
時
性
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。想
像
力
に
よ
っ
て
視
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た〈
戦
地
〉も
ま
た
詩
の
中
で
は
確
か
に
存
在
す
る
現
実
で
あ
り
、か
つ
、
生
活
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
日
常
的
な
街
の
風
景
も
ま
た
確
か
な
現
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
け
離
れ
た
二
つ
の
現
実
が
反
発
も
せ
ず
、
矛
盾
も
せ
ず
、
浸
食
も
せ
ず
平
然
と
同
時
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
当
然
。
世
界
に
は
い
く
つ
も
の
〈
場
所
〉
が
時
を
同
じ
く
し
て
存
在
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
の
世
界
が
も
う
一
方
の
世
界
を
所
有
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
は
ず
だ
、
と
で
も
言
う
よ
う
に
。
そ
し
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は
、
そ
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
「
昭
和
十
五
年
八
月
十
日
」
か
ら
「
七
、
八
年
前
、
も
っ
と
の
も
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
六
、
七
年
（
一
九
三
一
年
、
一
九
三
二
年
）
あ
た
り
か
ら
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
年
）
ま
で
の
期
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

か
つ
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
東
京
の
日
本
大
学
予
科
に
入
学
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
同
大
学
文
科
に
進
み
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
昭
和
医
学
専
門
学
校
に
入
学
し
直
し
家
業
で
あ
る
医
師
を
目
指
す
た
め
に
学
業
に
励
み
、
そ
し
て
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
年
）
同
校
卒
業
後
に
は
横
浜
市
磯
子
区
に
あ
っ
た
市
の
電
気
局
病
院
内
科
に
勤
務
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
年
）
父
の
医
院
を
継
ぐ
た
め
に
郷
里
富
山
県
滑
川
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
戦
争
の
詩
は
も
ち
ろ
ん
、〈
北
方
〉
を
描
い
た
詩
の
多
く
も
東
京
、
横
浜
在
住
時
に
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
推
し
量
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
（「
北
方
の
冬
高
島
高
論
」『
群
峰
』
第
三
号
所
収
富
山
文
学
の
会
編
集
二
〇
一
七
年
三
月
四
日
）で
少
し
触
れ
て
い
る
が
、今
大
切
な
こ
と
は
、
〈
支
那
（
つ
ま
り
戦
地
）〉〈
北
方
〉
の
詩
の
い
ず
れ
も
が
、
そ
の
場
所
に
実
際
に
い
な
が
ら
に
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
異
な
っ
た
場
所
か
ら
思
い
起
こ
さ
れ
た
仮
構
の
産
物
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
高
島
高
は
、〈
仮
構
さ
れ
た
北
方
〉
を
〈
仮
構
さ
れ
た
戦
地
〉
か
ら
思
い
や
る
兵
士
た
ち
の
姿
を
二
重
、
三
重
に
想
像
し
て
「
戦
争
の
詩
」
を
作
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

想
像
さ
れ
た
戦
地
か
ら
想
像
さ
れ
た
北
方
を
思
い
や
る
、
と
い
う
想
像
。 

ま
た
は
、
想
像
さ
れ
た
北
方
が
想
像
さ
れ
た
戦
地
の
兵
士
た
ち
の
後
押
し
を
す
る
、
と
い
う
想
像
。 

体
験
主
義
を
超
え
て
想
像
さ
れ
、
仮
構
さ
れ
た
〈
戦
地
〉
と
〈
北
方
〉
と
い
う
二
つ
の
場
所
は
、
詩
人
の
思
考
の
な
か
で
つ
な
が
り
あ
っ
て
い
る
の
だ
。 
５
、
日
本
の
地
名
が
入
っ
た
詩 

前
章
で
は
、〈
戦
地
（
支
那
）〉
と
〈
北
方
（
故
郷
）〉
が
想
像
の
産
物
と
し
て
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
が
互
い
に
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。 

『
山
脈
地
帯
』
の
「
第
一
部
」
に
は
も
う
一
つ
、
詩
の
配
列
と
い
う
意
味
に
お
い
て
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、〈
戦
地
（
支
那
）〉
や
〈
北
方
（
故
郷
）〉
と
並
置
す
る
か
た
ち
で
、
日
本
国
内
の
具
体
的
な
地
名
を
前
景
化
し
た
詩
が
「
戦
争
の
詩
」
と
隣
接
し
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
中
原
中
也
「
い
の
ち
の
声
」（『
山
羊
の
歌
』
所
収
昭
和
九
年
刊
行
）
も
ま
た
、
求
め
る
対
象
を
明
示
し
な
い
詩
だ
。 
 
僕
は
そ
の
寂
漠
の
中
に
す
っ
か
り
沈
静
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。 
僕
は
何
か
を
求
め
て
い
る
、
絶
え
ず
何
か
を
求
め
て
い
る
。 
恐
ろ
し
く
不
動
の
形
の
中
に
だ
が
、
ま
た
恐
ろ
し
く
憔
れ
て
い
る
。 
そ
の
た
め
に
は
は
や
、
食
慾
も
性
慾
も
あ
っ
て
な
き
が
如
く
で
さ
え
あ
る
。 
 
し
か
し
、
そ
れ
が
何
か
は
分
ら
な
い
、
つ
い
ぞ
分
っ
た
た
め
し
は
な
い
。 
そ
れ
が
二
つ
あ
る
と
は
思
え
な
い
、
た
だ
一
つ
で
あ
る
と
は
思
う
。 
し
か
し
そ
れ
が
何
か
は
分
ら
な
い
、
つ
い
ぞ
分
っ
た
た
め
し
は
な
い
。 
そ
れ
に
行
き
著
く
一
か
八
か
の
方
途
さ
え
、
悉
皆
分
っ
た
た
め
し
は
な
い
。 
 

そ
し
て
同
じ
く
中
原
中
也
の
「
言
葉
な
き
歌
」（『
文
学
界
』
昭
和
十
一
年
十
二
月
号
）。「
あ
れ
は
と
ほ
い
い
処
に
あ
る
の
だ
け
れ
ど
／
お
れ
は
此
処
で
待
っ
て
ゐ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
始
ま
る
こ
の
詩
も
ま
た
、「
あ
れ
」の
正
体
を
明
示
す
る
こ
と
な
く「
待
つ
」
姿
勢
だ
け
が
語
ら
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
小
説
や
詩
の
共
通
点
は
、
対
象
が
は
っ
き
り
と
語
ら
れ
な
い
こ
と
、
求
め
な
が
ら
何
か
を
待
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
争
に
傾
斜
す
る
中
で
、
小
説
や
詩
は
対
象
を
空
洞
化
し
な
が
ら
も
、
善
や
悪
を
確
定
せ
ず
に
、
そ
の
対
象
に
ま
つ
わ
る
周
縁
的
な
言
葉
を
駆
使
す
る
方
法
に
た
ど
り
着
い
て
い
る
。
高
島
高
に
は
太
宰
治
に
関
す
る
詩
が
二
つ
あ
る
。『
北
の
貌
』（
昭
和
二
十
五
年
ス
ガ
キ
印
刷
工
業
株
式
会
社
）
所
収
の
「
自
虐
―
太
宰
治
氏
に
手
向
く
」
と
『
続
北
方
の
詩
』（
昭
和
三
十
年
ス
ガ
キ
印
刷
工
業
株
式
会
社
）
所
収
の
「
或
日
の
北
国
―
太
宰
治
氏
の
一
章
に
」
で
あ
る
。
誰
か
ら
も
理
解
さ
れ
な
い
自
意
識
の
過
剰
さ
や
そ
の
こ
と
に
起
因
す
る
孤
独
に
つ
い
て
寄
り
添
っ
た
内
容
の
詩
で
あ
る
。
ま
た
、
中
原
中
也
に
つ
い
て
も
「
夏
も
終
わ
り
に
―
わ
が
さ
さ
げ
る
追
慕
」（『
北
の
貌
』
所
収
）
と
い
う
詩
が
あ
る
。
立
原
道
造
と
中
原
中
也
が
詩
の
中
に
登
場
す
る
こ
の
詩
は
、
過
ぎ
ゆ
く
夏
の
わ
び
し
さ
が
夭
逝
し
た
二
人
の
詩
人
の
死
に
な
ぞ
ら
え
な
が
ら
描
か
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て
、
お
そ
ら
く
戦
地
に
献
ず
る
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た
こ
の
詩
集
は
、
日
本
国
内
の
具
体
的
な
地
名
を
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遠
く
戦
地
か
ら
も
日
本
の
日
常
を
思
い
起
こ
せ
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
二
つ
の
現
実
の
差
異
性
を
際
立
た
せ
る
よ
う
に
詩
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
戦
地
が
人
間
に
と
っ
て
い
か
に
特
殊
な
場
所
か
を
暗
に
示
し
、
支
那
と
い
う
異
土
に
投
げ
込
ま
れ
た
人
々
へ
の
思
い
が
深
ま
る
よ
う
に
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 
６
、「
北
の
銃
後
」
に
お
け
る
〈
空
白
〉
の
詩
学 

い
っ
た
い
、
私
は
、
誰
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
は
っ
き
り
し
た
形
の
も
の
は
何
も
な
い
。
た
だ
、
も
や
も
や
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
私
は
待
っ
て
い
る
。
大
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
は
、
毎
日
、
毎
日
、
お
買
い
物
の
帰
り
に
は
駅
に
立
ち
寄
り
、
こ
の
冷
い
ベ
ン
チ
に
腰
を
か
け
て
、
待
っ
て
い
る
。
誰
か
、
ひ
と
り
、
笑
っ
て
私
に
声
を
掛
け
る
。
お
お
、
こ
わ
い
。
あ
あ
、
困
る
。
私
の
待
っ
て
い
る
の
は
、
あ
な
た
で
な
い
。
そ
れ
で
は
い
っ
た
い
、
私
は
誰
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
旦
那
さ
ま
。
ち
が
う
。
恋
人
。
ち
が
い
ま
す
。
お
友
達
。
い
や
だ
。
お
金
。
ま
さ
か
。
亡
霊
。
お
お
、
い
や
だ
。 

も
っ
と
な
ご
や
か
な
、
ぱ
っ
と
明
る
い
、
素
晴
ら
し
い
も
の
。
な
ん
だ
か
、
わ
か
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
春
の
よ
う
な
も
の
。
い
や
、
ち
が
う
。
青
葉
。
五
月
。
麦
畑
を
流
れ
る
清
水
。
や
っ
ぱ
り
、
ち
が
う
。
あ
あ
、
け
れ
ど
も
私
は
待
っ
て
い
る
の
で
す
。
胸
を
躍
ら
せ
て
待
っ
て
い
る
の
だ
。
眼
の
前
を
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
人
が
通
っ
て
行
く
。
あ
れ
で
も
な
い
、
こ
れ
で
も
な
い
。
私
は
買
い
物
籠
を
か
か
え
て
、
こ
ま
か
く
震
え
な
が
ら
一
心
に
一
心
に
待
っ
て
い
る
の
だ
。 
 
太
宰
治
の
「
待
つ
」
は
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）
の
作
だ
が
、
時
局
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
の
こ
と
で
規
制
を
受
け
た
作
品
で
あ
る
。
本
来
は
『
京
都
帝
国
大
学
新
聞
』
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
か
な
わ
ず
、
同
年
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
女
性
独
白
体
小
説
九
篇
を
集
め
た
太
宰
治
の
創
作
集
『
女
性
』（
博
文
館
一
九
四
二
年
六
月
）
に
収
め
ら
れ
た
。
女
性
独
特
の
軽
妙
な
語
り
を
用
い
つ
つ
も
、
何
を
待
っ
て
い
る
か
を
明
示
し
な
い
小
説
だ
。
〈
待
つ
〉
対
象
は
、「
私
」
本
人
に
も
と
ら
え
ら
れ
な
い
漠
然
と
し
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。
あ
る
い
は
、
あ
え
て
は
っ
き
り
と
定
義
し
な
い
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。 
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れ
ど
／
お
れ
は
此
処
で
待
っ
て
ゐ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
始
ま
る
こ
の
詩
も
ま
た
、「
あ
れ
」の
正
体
を
明
示
す
る
こ
と
な
く「
待
つ
」
姿
勢
だ
け
が
語
ら
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
小
説
や
詩
の
共
通
点
は
、
対
象
が
は
っ
き
り
と
語
ら
れ
な
い
こ
と
、
求
め
な
が
ら
何
か
を
待
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
争
に
傾
斜
す
る
中
で
、
小
説
や
詩
は
対
象
を
空
洞
化
し
な
が
ら
も
、
善
や
悪
を
確
定
せ
ず
に
、
そ
の
対
象
に
ま
つ
わ
る
周
縁
的
な
言
葉
を
駆
使
す
る
方
法
に
た
ど
り
着
い
て
い
る
。
高
島
高
に
は
太
宰
治
に
関
す
る
詩
が
二
つ
あ
る
。『
北
の
貌
』（
昭
和
二
十
五
年
ス
ガ
キ
印
刷
工
業
株
式
会
社
）
所
収
の
「
自
虐
―
太
宰
治
氏
に
手
向
く
」
と
『
続
北
方
の
詩
』（
昭
和
三
十
年
ス
ガ
キ
印
刷
工
業
株
式
会
社
）
所
収
の
「
或
日
の
北
国
―
太
宰
治
氏
の
一
章
に
」
で
あ
る
。
誰
か
ら
も
理
解
さ
れ
な
い
自
意
識
の
過
剰
さ
や
そ
の
こ
と
に
起
因
す
る
孤
独
に
つ
い
て
寄
り
添
っ
た
内
容
の
詩
で
あ
る
。
ま
た
、
中
原
中
也
に
つ
い
て
も
「
夏
も
終
わ
り
に
―
わ
が
さ
さ
げ
る
追
慕
」（『
北
の
貌
』
所
収
）
と
い
う
詩
が
あ
る
。
立
原
道
造
と
中
原
中
也
が
詩
の
中
に
登
場
す
る
こ
の
詩
は
、
過
ぎ
ゆ
く
夏
の
わ
び
し
さ
が
夭
逝
し
た
二
人
の
詩
人
の
死
に
な
ぞ
ら
え
な
が
ら
描
か
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て
、
お
そ
ら
く
戦
地
に
献
ず
る
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た
こ
の
詩
集
は
、
日
本
国
内
の
具
体
的
な
地
名
を
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遠
く
戦
地
か
ら
も
日
本
の
日
常
を
思
い
起
こ
せ
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
二
つ
の
現
実
の
差
異
性
を
際
立
た
せ
る
よ
う
に
詩
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
戦
地
が
人
間
に
と
っ
て
い
か
に
特
殊
な
場
所
か
を
暗
に
示
し
、
支
那
と
い
う
異
土
に
投
げ
込
ま
れ
た
人
々
へ
の
思
い
が
深
ま
る
よ
う
に
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 
６
、「
北
の
銃
後
」
に
お
け
る
〈
空
白
〉
の
詩
学 

い
っ
た
い
、
私
は
、
誰
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
は
っ
き
り
し
た
形
の
も
の
は
何
も
な
い
。
た
だ
、
も
や
も
や
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
私
は
待
っ
て
い
る
。
大
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
は
、
毎
日
、
毎
日
、
お
買
い
物
の
帰
り
に
は
駅
に
立
ち
寄
り
、
こ
の
冷
い
ベ
ン
チ
に
腰
を
か
け
て
、
待
っ
て
い
る
。
誰
か
、
ひ
と
り
、
笑
っ
て
私
に
声
を
掛
け
る
。
お
お
、
こ
わ
い
。
あ
あ
、
困
る
。
私
の
待
っ
て
い
る
の
は
、
あ
な
た
で
な
い
。
そ
れ
で
は
い
っ
た
い
、
私
は
誰
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
旦
那
さ
ま
。
ち
が
う
。
恋
人
。
ち
が
い
ま
す
。
お
友
達
。
い
や
だ
。
お
金
。
ま
さ
か
。
亡
霊
。
お
お
、
い
や
だ
。 

も
っ
と
な
ご
や
か
な
、
ぱ
っ
と
明
る
い
、
素
晴
ら
し
い
も
の
。
な
ん
だ
か
、
わ
か
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
春
の
よ
う
な
も
の
。
い
や
、
ち
が
う
。
青
葉
。
五
月
。
麦
畑
を
流
れ
る
清
水
。
や
っ
ぱ
り
、
ち
が
う
。
あ
あ
、
け
れ
ど
も
私
は
待
っ
て
い
る
の
で
す
。
胸
を
躍
ら
せ
て
待
っ
て
い
る
の
だ
。
眼
の
前
を
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
人
が
通
っ
て
行
く
。
あ
れ
で
も
な
い
、
こ
れ
で
も
な
い
。
私
は
買
い
物
籠
を
か
か
え
て
、
こ
ま
か
く
震
え
な
が
ら
一
心
に
一
心
に
待
っ
て
い
る
の
だ
。 
 
太
宰
治
の
「
待
つ
」
は
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）
の
作
だ
が
、
時
局
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
の
こ
と
で
規
制
を
受
け
た
作
品
で
あ
る
。
本
来
は
『
京
都
帝
国
大
学
新
聞
』
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
か
な
わ
ず
、
同
年
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
女
性
独
白
体
小
説
九
篇
を
集
め
た
太
宰
治
の
創
作
集
『
女
性
』（
博
文
館
一
九
四
二
年
六
月
）
に
収
め
ら
れ
た
。
女
性
独
特
の
軽
妙
な
語
り
を
用
い
つ
つ
も
、
何
を
待
っ
て
い
る
か
を
明
示
し
な
い
小
説
だ
。
〈
待
つ
〉
対
象
は
、「
私
」
本
人
に
も
と
ら
え
ら
れ
な
い
漠
然
と
し
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。
あ
る
い
は
、
あ
え
て
は
っ
き
り
と
定
義
し
な
い
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。 
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の
人
々
。
戦
場
の
正
確
な
情
報
こ
そ
得
ら
れ
な
い
が
、〈
何
か
〉
を
一
心
に
〈
待
つ
〉
姿
勢
だ
け
が
残
る
。
対
象
を
明
示
し
な
い
方
法
の
み
が
可
能
に
す
る
〈
空
白
〉
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
の
代
入
可
能
性
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
を
読
む
と
、
戦
時
、
も
の
を
は
っ
き
り
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
距
離
を
取
り
、
時
局
に
対
し
て
中
庸
を
保
と
う
と
し
た
芸
術
家
た
ち
の
し
た
た
か
な
方
法
意
識
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
あ
く
ま
で
も
対
象
を
明
示
し
な
い
」
と
い
う
方
法
意
識
だ
け
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
。 
７
、
医
師
の
眼 

高
島
高
の
詩
は
〈
医
師
の
視
点
〉
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
魅
力
を
増
す
。 

『
山
脈
地
帯
』「
第
一
部
」
の
ラ
ス
ト
に
配
置
さ
れ
た
「
野
戦
病
院
へ
の
手
紙
」
は
ま
さ
に
医
師
の
視
点
か
ら
描
か
れ
た
詩
だ
。「
野
戦
病
院
へ
の
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
詩
が
野
戦
病
院
に
宛
て
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
ち
ょ
っ
と
の
擦
り
傷
だ
と
云
っ
て
来
た
が 
そ
れ
は
ど
の
程
度
の
傷
か
僕
に
は
よ
う
く
わ
か
る 
繃
帯
を
し
て
い
て
わ
か
ら
ぬ
と
思
う
か
ら 
君
は
そ
ん
な
こ
と
が
云
え
る
の
だ 
君
た
ち
の
仲
間
は 
み
ん
な
繃
帯
を
し
て
ベ
ッ
ド
に
か
く
さ
れ
て
い
る
か
ら 
そ
ん
な
こ
と
は
な
ん
で
も
な
い
と
考
え
て
い
る 
そ
し
て
人
々
に
そ
の
程
度
の
こ
と
を
話
し 
君
た
ち
は
平
気
な
顔
で
笑
っ
て
さ
え
み
せ
て
い
る 
そ
れ
は
君
た
ち
は
君
た
ち
以
上
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ 
肉
体
の
傷
以
上
に
魂
が
磨
か
れ
て
い
る
か
ら
だ 
と
僕
は
考
え
る 
君
の
繃
帯
の
中
に
か
く
さ
れ
て
あ
る
傷
の
こ
と
は 
君
が
云
わ
な
く
て
も
医
者
で
あ
る
僕
に
は
わ
か
っ
て
い
る 
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
日
常
で
は
殆
ん
ど
見
か
け
な
い
程
の
傷
だ だ
が
そ
ん
な
こ
と
を
君
は
何
ん
と
も
思
っ
て
い
な
い
こ
と
も 
突
撃
す
る
日
の
丸
の
旗
と
鉄
兜
と 
曠
野
の
草
と
崩
れ
た
あ
か
土
と 
そ
う
だ
君
の
祖
国
愛
は
君
を
君
以
上
に
し
て
い
る
の
だ 
日
の
丸
の
旗
の
下
に 
君
は
い
ま
鬱
勃
と
し
て
崇
高
だ 
- 8 - 
れ
て
い
る
。
高
島
高
に
と
っ
て
太
宰
治
や
中
原
中
也
は
意
識
す
る
べ
き
大
き
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
文
学
的
な
方
法
に
対
し
て
も
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
大
変
興
味
深
い
。
ま
た
、
本
論
か
ら
は
逸
れ
る
が
、『
北
の
貌
』『
続
北
方
の
詩
』
が
、
高
島
高
の
故
郷
で
あ
る
富
山
県
の
ス
ガ
キ
印
刷
工
業
株
式
会
社
（
当
時
の
住
所
は
富
山
市
古
鍛
冶
町
五
九
で
、
須
垣
久
作
が
印
刷
者
）
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。 

と
こ
ろ
で
、
高
島
高
の
『
山
脈
地
帯
』「
第
一
部
」
に
は
「
北
の
銃
後
」
と
い
う
詩
が
あ
る
。
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
。 
 
人
々
は
待
っ
て
い
る
の
だ 
終
日
山
を
み
つ
め
な
が
ら
人
々
は
幾
日
も
幾
夜
も
じ
っ
と
待
っ
て
い
る
の
だ 
 
そ
し
て
こ
の
詩
の
後
半
に
は
次
の
よ
う
な
詩
句
が
あ
る
。 
 
や
が
て
雪
が
来
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
山
麓
の
町
に 
そ
の
雪
を
踏
み
く
だ
い
て
あ
の
山
の
ず
っ
と
む
こ
う
か
ら
必
ず
や
っ
て
来
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
の
だ 
や
っ
て
来
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
の
だ 
と
人
々
は
信
じ
て
い
る 
 
こ
の
詩
は
四
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
詩
の
最
後
に
は
「
こ
の
度
の
戦
い
に
友
人
幾
多
の
戦
死
に
遭
遇
し
感
慨
措
く
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
。」
と
い
う
「
附
記
」
が
あ
る
。
友
人
た
ち
の
戦
死
を
悲
し
む
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、「
戦
争
の
詩
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
。
し
か
し
、
用
い
ら
れ
て
い
る
詩
法
は
太
宰
治
の
「
待
つ
」、
中
原
中
也
の
「
い
の
ち
の
声
」「
言
葉
な
き
歌
」
に
あ
る
よ
う
に
、
あ
え
て
〈
空
白
〉
を
つ
く
る
こ
と
で
何
を
待
っ
て
い
る
か
を
明
示
し
な
い
と
い
う
も
の
だ
。
北
ア
ル
プ
ス
の
小
さ
な
山
麓
の
町
に
降
る
雪
を
踏
み
砕
い
て
「
や
っ
て
こ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
」
が
何
か
、
そ
れ
は
は
っ
き
り
と
は
語
ら
れ
な
い
。
た
だ
人
々
は
緊
張
し
、
何
か
と
真
剣
に
助
け
合
い
な
が
ら
〈
待
っ
て
い
る
〉。 

「
門
毎
の
日
の
丸
の
旗
以
外
に
／
何
物
の
信
仰
も
尊
ば
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
詩
句
か
ら
は
、
北
方
の
片
田
舎
の
小
さ
な
町
に
さ
え
全
体
主
義
が
浸
透
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
詩
の
語
り
手
で
あ
る
「
田
舎
の
医
者
」
が
、
思
想
や
信
仰
が
制
限
さ
れ
た
自
分
た
ち
の
不
自
然
な
状
況
を
自
覚
的
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
自
分
た
ち
を
取
り
巻
く
戦
争
の
影
響
を
ど
こ
と
な
く
知
り
つ
つ
も
、〈
何
か
〉
を
〈
待
っ
て
い
る
〉
銃
後
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の
人
々
。
戦
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な
情
報
こ
そ
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れ
な
い
が
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か
〉
を
一
心
に
〈
待
つ
〉
姿
勢
だ
け
が
残
る
。
対
象
を
明
示
し
な
い
方
法
の
み
が
可
能
に
す
る
〈
空
白
〉
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
の
代
入
可
能
性
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
を
読
む
と
、
戦
時
、
も
の
を
は
っ
き
り
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
距
離
を
取
り
、
時
局
に
対
し
て
中
庸
を
保
と
う
と
し
た
芸
術
家
た
ち
の
し
た
た
か
な
方
法
意
識
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
あ
く
ま
で
も
対
象
を
明
示
し
な
い
」
と
い
う
方
法
意
識
だ
け
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
。 
７
、
医
師
の
眼 

高
島
高
の
詩
は
〈
医
師
の
視
点
〉
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
魅
力
を
増
す
。 

『
山
脈
地
帯
』「
第
一
部
」
の
ラ
ス
ト
に
配
置
さ
れ
た
「
野
戦
病
院
へ
の
手
紙
」
は
ま
さ
に
医
師
の
視
点
か
ら
描
か
れ
た
詩
だ
。「
野
戦
病
院
へ
の
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
詩
が
野
戦
病
院
に
宛
て
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
ち
ょ
っ
と
の
擦
り
傷
だ
と
云
っ
て
来
た
が 
そ
れ
は
ど
の
程
度
の
傷
か
僕
に
は
よ
う
く
わ
か
る 
繃
帯
を
し
て
い
て
わ
か
ら
ぬ
と
思
う
か
ら 
君
は
そ
ん
な
こ
と
が
云
え
る
の
だ 
君
た
ち
の
仲
間
は 
み
ん
な
繃
帯
を
し
て
ベ
ッ
ド
に
か
く
さ
れ
て
い
る
か
ら 
そ
ん
な
こ
と
は
な
ん
で
も
な
い
と
考
え
て
い
る 
そ
し
て
人
々
に
そ
の
程
度
の
こ
と
を
話
し 
君
た
ち
は
平
気
な
顔
で
笑
っ
て
さ
え
み
せ
て
い
る 
そ
れ
は
君
た
ち
は
君
た
ち
以
上
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ 
肉
体
の
傷
以
上
に
魂
が
磨
か
れ
て
い
る
か
ら
だ 
と
僕
は
考
え
る 
君
の
繃
帯
の
中
に
か
く
さ
れ
て
あ
る
傷
の
こ
と
は 
君
が
云
わ
な
く
て
も
医
者
で
あ
る
僕
に
は
わ
か
っ
て
い
る 
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
日
常
で
は
殆
ん
ど
見
か
け
な
い
程
の
傷
だ だ
が
そ
ん
な
こ
と
を
君
は
何
ん
と
も
思
っ
て
い
な
い
こ
と
も 
突
撃
す
る
日
の
丸
の
旗
と
鉄
兜
と 
曠
野
の
草
と
崩
れ
た
あ
か
土
と 
そ
う
だ
君
の
祖
国
愛
は
君
を
君
以
上
に
し
て
い
る
の
だ 
日
の
丸
の
旗
の
下
に 
君
は
い
ま
鬱
勃
と
し
て
崇
高
だ 
- 8 - 
れ
て
い
る
。
高
島
高
に
と
っ
て
太
宰
治
や
中
原
中
也
は
意
識
す
る
べ
き
大
き
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
文
学
的
な
方
法
に
対
し
て
も
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
大
変
興
味
深
い
。
ま
た
、
本
論
か
ら
は
逸
れ
る
が
、『
北
の
貌
』『
続
北
方
の
詩
』
が
、
高
島
高
の
故
郷
で
あ
る
富
山
県
の
ス
ガ
キ
印
刷
工
業
株
式
会
社
（
当
時
の
住
所
は
富
山
市
古
鍛
冶
町
五
九
で
、
須
垣
久
作
が
印
刷
者
）
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。 

と
こ
ろ
で
、
高
島
高
の
『
山
脈
地
帯
』「
第
一
部
」
に
は
「
北
の
銃
後
」
と
い
う
詩
が
あ
る
。
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
。 
 
人
々
は
待
っ
て
い
る
の
だ 
終
日
山
を
み
つ
め
な
が
ら
人
々
は
幾
日
も
幾
夜
も
じ
っ
と
待
っ
て
い
る
の
だ 
 
そ
し
て
こ
の
詩
の
後
半
に
は
次
の
よ
う
な
詩
句
が
あ
る
。 
 
や
が
て
雪
が
来
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
山
麓
の
町
に 
そ
の
雪
を
踏
み
く
だ
い
て
あ
の
山
の
ず
っ
と
む
こ
う
か
ら
必
ず
や
っ
て
来
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
の
だ 
や
っ
て
来
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
の
だ 
と
人
々
は
信
じ
て
い
る 
 
こ
の
詩
は
四
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
詩
の
最
後
に
は
「
こ
の
度
の
戦
い
に
友
人
幾
多
の
戦
死
に
遭
遇
し
感
慨
措
く
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
。」
と
い
う
「
附
記
」
が
あ
る
。
友
人
た
ち
の
戦
死
を
悲
し
む
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、「
戦
争
の
詩
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
。
し
か
し
、
用
い
ら
れ
て
い
る
詩
法
は
太
宰
治
の
「
待
つ
」、
中
原
中
也
の
「
い
の
ち
の
声
」「
言
葉
な
き
歌
」
に
あ
る
よ
う
に
、
あ
え
て
〈
空
白
〉
を
つ
く
る
こ
と
で
何
を
待
っ
て
い
る
か
を
明
示
し
な
い
と
い
う
も
の
だ
。
北
ア
ル
プ
ス
の
小
さ
な
山
麓
の
町
に
降
る
雪
を
踏
み
砕
い
て
「
や
っ
て
こ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
」
が
何
か
、
そ
れ
は
は
っ
き
り
と
は
語
ら
れ
な
い
。
た
だ
人
々
は
緊
張
し
、
何
か
と
真
剣
に
助
け
合
い
な
が
ら
〈
待
っ
て
い
る
〉。 

「
門
毎
の
日
の
丸
の
旗
以
外
に
／
何
物
の
信
仰
も
尊
ば
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
詩
句
か
ら
は
、
北
方
の
片
田
舎
の
小
さ
な
町
に
さ
え
全
体
主
義
が
浸
透
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
詩
の
語
り
手
で
あ
る
「
田
舎
の
医
者
」
が
、
思
想
や
信
仰
が
制
限
さ
れ
た
自
分
た
ち
の
不
自
然
な
状
況
を
自
覚
的
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
自
分
た
ち
を
取
り
巻
く
戦
争
の
影
響
を
ど
こ
と
な
く
知
り
つ
つ
も
、〈
何
か
〉
を
〈
待
っ
て
い
る
〉
銃
後
- 59 -
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戦
っ
て
構
え
て
い
る 
そ
れ
以
上
僕
た
ち
は
何
を
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か 
何
を
あ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か 
 
詩
の
語
り
手
「
僕
」
は
、
野
戦
病
院
に
手
紙
を
書
く
医
師
と
い
う
設
定
で
あ
る
。「
君
の
晴
れ
の
日
を
祝
っ
た
あ
の
北
方
の
山
河
」
が
「
君
の
名
誉
の
負
傷
を
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
／
常
以
上
に
生
き
生
き
と
し
た
秋
晴
れ
を
装
っ
て
い
る
／
そ
し
て
悠
々
と
自
信
た
っ
ぷ
り
だ
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
故
郷
の
悠
々
と
し
た
風
景
に
戦
地
で
の
「
君
」
の
勇
姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
第
四
章
で
述
べ
た
仮
構
の
〈
戦
地
〉
と
〈
北
方
〉
と
の
関
係
性
が
こ
こ
で
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。 

兵
た
ち
は
怪
我
を
負
い
、
戦
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
負
い
目
を
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
重
篤
な
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
の
負
っ
た
傷
を
隠
そ
う
と
す
る
。
矜
持
と
申
し
訳
な
さ
の
両
面
を
持
っ
た
負
傷
兵
の
内
面
。
そ
ん
な
彼
ら
の
心
中
を
察
し
て
い
る
医
師
で
あ
る
「
僕
」
は
、
彼
ら
負
傷
兵
に
「
手
紙
」
で
語
り
か
け
る
の
だ
。
身
体
は
傷
つ
い
て
も
「
君
」
は
十
分
に
精
神
的
な
面
で
戦
っ
て
い
る
か
ら
、今
は
回
復
を
図
る
べ
き
だ
、と
。
傷
つ
い
た
者
を
い
た
わ
る
医
師
の
視
点
が
生
き
て
い
る
。〈
傷
〉
は
現
実
の
身
体
を
削
る
痛
み
を
伴
っ
た
厳
然
と
し
た
現
象
だ
。
そ
れ
は
概
念
で
は
な
い
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
も
な
い
。
明
ら
か
な
生
身
の
身
体
に
関
わ
る
状
態
だ
。
戦
場
で
負
っ
た
特
殊
な
傷
を
、
医
師
は
け
し
て
見
落
と
さ
な
い
。 

非
戦
闘
員
で
あ
る
医
師
の
視
点
は
、
兵
士
よ
り
も
遠
巻
き
に
戦
争
を
眺
め
る
視
点
を
仮
構
し
得
る
。
そ
れ
が
医
師
の
視
点
に
与
え
ら
れ
た
独
自
性
を
保
証
す
る
。「
そ
し
て
戦
争
と
い
う
も
の
も
／
非
戦
闘
員
で
あ
る
僕
に
も
あ
ら
ま
し
わ
か
っ
て
来
た
」
と
い
う
詩
句
は
、
こ
の
医
師
が
、
戦
争
の
「
あ
ら
ま
し
」、
つ
ま
り
は
仕
組
み
や
シ
ス
テ
ム
の
正
体
を
理
解
し
始
め
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
戦
争
の
「
あ
ら
ま
し
」
と
は
「（
進
め
！
あ
た
っ
て
く
だ
け
ろ
）
／
そ
れ
は
祖
国
の
た
め
に
だ
／
そ
れ
は
自
分
を
生
ん
だ
国
の
た
め
に
だ
／
そ
の
言
葉
の
実
用
を
最
も
忠
実
に
行
っ
た
君
」
の
よ
う
な
人
間
を
量
産
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
よ
う
な
詩
句
は
、
戦
意
昂
揚
の
フ
レ
ー
ズ
の
「
実
用
」
を
知
り
、
国
民
に
「
忠
実
」
な
実
行
を
強
い
る
シ
ス
テ
ム
の
存
在
を
看
破
し
た
者
だ
け
が
発
語
で
き
る
種
類
の
も
の
だ
。
ま
た
、「
僕
」
は
戦
争
が
何
か
を
手
中
に
お
さ
め
る
た
め
の
「
手
段
」
で
あ
り
、
精
神
性
や
民
族
性
を
と
は
別
次
元
の
「
科
学
」
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
時
流
に
よ
っ
て
変
化
す
る
可
能
性
の
あ
る
「
主
義
」
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
- 10 - 
そ
れ
は
民
族
と
し
て
の
崇
高
さ
だ 
君
の
血
液
に
も
不
肖
僕
の
血
液
に
も
流
れ
て
い
る 
そ
れ
は
日
本
人
と
し
て
の
崇
高
さ
な
の
だ 
肉
体
を
投
げ
た
人
類
最
高
の
強
さ
は 
君
を
尚
そ
の
負
傷
か
ら
切
り
は
な
さ
せ
て
い
る
の
だ 
君
の
あ
せ
る
の
も
無
理
は
な
い 
そ
し
て
戦
争
と
い
う
も
の
も 
非
戦
闘
員
で
あ
る
僕
に
も
あ
ら
ま
し
わ
か
っ
て
来
た 
（
進
め
！
あ
た
っ
て
く
だ
け
ろ
） 
そ
れ
は
祖
国
の
た
め
に
だ 
そ
れ
は
自
分
を
生
ん
だ
国
の
た
め
に
だ 
そ
の
言
葉
の
実
用
を
最
も
忠
実
に
行
っ
た
君 
そ
う
い
う
君
が
あ
ら
ゆ
る
兵
士
の
一
人
一
人
な
の
だ 
僕
た
ち
に
は
わ
か
る 
僕
た
ち
に
は
わ
か
る 
日
本
が 
ど
ん
な
に
強
く 
ど
ん
な
に
負
け
な
い
か
は 
だ
が
待
っ
て
く
れ
給
え 
君
が
い
ま
し
き
り
に
欲
し
て
い
る 
白
い
ベ
ッ
ド
と
白
い
繃
帯
を 
荒
漠
た
る
曠
野
と
鉄
兜
に
代
え
よ
う
と
す
る
以
上
に 
君
の
魂
は
充
分
に
た
た
か
っ
て
い
る 
た
た
か
っ
て
い
る
の
だ 
と
僕
は
云
い
た
い
の
だ 
君
の
晴
れ
の
日
を
祝
っ
た
あ
の
北
方
の
山
河
は 
い
ま
君
の
名
誉
の
負
傷
を
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に 
常
以
上
に
生
き
生
き
と
し
た
秋
晴
れ
を
装
っ
て
い
る 
そ
し
て
悠
々
と
自
信
た
っ
ぷ
り
だ 
し
ず
か
に
落
ち
つ
い
た
君
よ 
い
ま
君
は
さ
ら
に
尚
重
要
な
非
戦
の
戦
士
な
の
だ
か
ら 
そ
れ
は
犠
牲
と
い
う
も
の
以
上
の
尊
さ
だ 
君
の
血
を
よ
う
く
知
っ
て
い
る
僕 
僕
の
血
を
よ
う
く
知
っ
て
い
る
君 
こ
の
よ
う
な
君
と
僕
は 
あ
ら
ゆ
る
国
民
全
部
の
君
と
僕
だ 
一
つ
の
巨
大
な
流
通 
そ
れ
は
国
民
全
体
の
血
液
の
流
通
な
の
だ 
手
段
や
科
学
や
主
義
以
上
の
流
通
な
の
だ 
そ
れ
が
今
し
っ
か
り
と
手
を
握
っ
て 
6
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戦
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構
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以
上
僕
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る
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で
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か 
 
詩
の
語
り
手
「
僕
」
は
、
野
戦
病
院
に
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紙
を
書
く
医
師
と
い
う
設
定
で
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。「
君
の
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れ
の
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を
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っ
た
あ
の
北
方
の
山
河
」
が
「
君
の
名
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の
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傷
を
知
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て
い
る
か
の
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う
に
／
常
以
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に
生
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生
き
と
し
た
秋
晴
れ
を
装
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い
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／
そ
し
て
悠
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と
自
信
た
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だ
」
に
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る
よ
う
に
、
故
郷
の
悠
々
と
し
た
風
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に
戦
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で
の
「
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」
の
勇
姿
が
投
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て
い
る
。
本
稿
第
四
章
で
述
べ
た
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構
の
〈
戦
地
〉
と
〈
北
方
〉
と
の
関
係
性
が
こ
こ
で
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。 

兵
た
ち
は
怪
我
を
負
い
、
戦
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
負
い
目
を
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
重
篤
な
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
の
負
っ
た
傷
を
隠
そ
う
と
す
る
。
矜
持
と
申
し
訳
な
さ
の
両
面
を
持
っ
た
負
傷
兵
の
内
面
。
そ
ん
な
彼
ら
の
心
中
を
察
し
て
い
る
医
師
で
あ
る
「
僕
」
は
、
彼
ら
負
傷
兵
に
「
手
紙
」
で
語
り
か
け
る
の
だ
。
身
体
は
傷
つ
い
て
も
「
君
」
は
十
分
に
精
神
的
な
面
で
戦
っ
て
い
る
か
ら
、今
は
回
復
を
図
る
べ
き
だ
、と
。
傷
つ
い
た
者
を
い
た
わ
る
医
師
の
視
点
が
生
き
て
い
る
。〈
傷
〉
は
現
実
の
身
体
を
削
る
痛
み
を
伴
っ
た
厳
然
と
し
た
現
象
だ
。
そ
れ
は
概
念
で
は
な
い
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
も
な
い
。
明
ら
か
な
生
身
の
身
体
に
関
わ
る
状
態
だ
。
戦
場
で
負
っ
た
特
殊
な
傷
を
、
医
師
は
け
し
て
見
落
と
さ
な
い
。 

非
戦
闘
員
で
あ
る
医
師
の
視
点
は
、
兵
士
よ
り
も
遠
巻
き
に
戦
争
を
眺
め
る
視
点
を
仮
構
し
得
る
。
そ
れ
が
医
師
の
視
点
に
与
え
ら
れ
た
独
自
性
を
保
証
す
る
。「
そ
し
て
戦
争
と
い
う
も
の
も
／
非
戦
闘
員
で
あ
る
僕
に
も
あ
ら
ま
し
わ
か
っ
て
来
た
」
と
い
う
詩
句
は
、
こ
の
医
師
が
、
戦
争
の
「
あ
ら
ま
し
」、
つ
ま
り
は
仕
組
み
や
シ
ス
テ
ム
の
正
体
を
理
解
し
始
め
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
戦
争
の
「
あ
ら
ま
し
」
と
は
「（
進
め
！
あ
た
っ
て
く
だ
け
ろ
）
／
そ
れ
は
祖
国
の
た
め
に
だ
／
そ
れ
は
自
分
を
生
ん
だ
国
の
た
め
に
だ
／
そ
の
言
葉
の
実
用
を
最
も
忠
実
に
行
っ
た
君
」
の
よ
う
な
人
間
を
量
産
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
よ
う
な
詩
句
は
、
戦
意
昂
揚
の
フ
レ
ー
ズ
の
「
実
用
」
を
知
り
、
国
民
に
「
忠
実
」
な
実
行
を
強
い
る
シ
ス
テ
ム
の
存
在
を
看
破
し
た
者
だ
け
が
発
語
で
き
る
種
類
の
も
の
だ
。
ま
た
、「
僕
」
は
戦
争
が
何
か
を
手
中
に
お
さ
め
る
た
め
の
「
手
段
」
で
あ
り
、
精
神
性
や
民
族
性
を
と
は
別
次
元
の
「
科
学
」
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
時
流
に
よ
っ
て
変
化
す
る
可
能
性
の
あ
る
「
主
義
」
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
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そ
れ
は
民
族
と
し
て
の
崇
高
さ
だ 
君
の
血
液
に
も
不
肖
僕
の
血
液
に
も
流
れ
て
い
る 
そ
れ
は
日
本
人
と
し
て
の
崇
高
さ
な
の
だ 
肉
体
を
投
げ
た
人
類
最
高
の
強
さ
は 
君
を
尚
そ
の
負
傷
か
ら
切
り
は
な
さ
せ
て
い
る
の
だ 
君
の
あ
せ
る
の
も
無
理
は
な
い 
そ
し
て
戦
争
と
い
う
も
の
も 
非
戦
闘
員
で
あ
る
僕
に
も
あ
ら
ま
し
わ
か
っ
て
来
た 
（
進
め
！
あ
た
っ
て
く
だ
け
ろ
） 
そ
れ
は
祖
国
の
た
め
に
だ 
そ
れ
は
自
分
を
生
ん
だ
国
の
た
め
に
だ 
そ
の
言
葉
の
実
用
を
最
も
忠
実
に
行
っ
た
君 
そ
う
い
う
君
が
あ
ら
ゆ
る
兵
士
の
一
人
一
人
な
の
だ 
僕
た
ち
に
は
わ
か
る 
僕
た
ち
に
は
わ
か
る 
日
本
が 
ど
ん
な
に
強
く 
ど
ん
な
に
負
け
な
い
か
は 
だ
が
待
っ
て
く
れ
給
え 
君
が
い
ま
し
き
り
に
欲
し
て
い
る 
白
い
ベ
ッ
ド
と
白
い
繃
帯
を 
荒
漠
た
る
曠
野
と
鉄
兜
に
代
え
よ
う
と
す
る
以
上
に 
君
の
魂
は
充
分
に
た
た
か
っ
て
い
る 
た
た
か
っ
て
い
る
の
だ 
と
僕
は
云
い
た
い
の
だ 
君
の
晴
れ
の
日
を
祝
っ
た
あ
の
北
方
の
山
河
は 
い
ま
君
の
名
誉
の
負
傷
を
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に 
常
以
上
に
生
き
生
き
と
し
た
秋
晴
れ
を
装
っ
て
い
る 
そ
し
て
悠
々
と
自
信
た
っ
ぷ
り
だ 
し
ず
か
に
落
ち
つ
い
た
君
よ 
い
ま
君
は
さ
ら
に
尚
重
要
な
非
戦
の
戦
士
な
の
だ
か
ら 
そ
れ
は
犠
牲
と
い
う
も
の
以
上
の
尊
さ
だ 
君
の
血
を
よ
う
く
知
っ
て
い
る
僕 
僕
の
血
を
よ
う
く
知
っ
て
い
る
君 
こ
の
よ
う
な
君
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僕
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あ
ら
ゆ
る
国
民
全
部
の
君
と
僕
だ 
一
つ
の
巨
大
な
流
通 
そ
れ
は
国
民
全
体
の
血
液
の
流
通
な
の
だ 
手
段
や
科
学
や
主
義
以
上
の
流
通
な
の
だ 
そ
れ
が
今
し
っ
か
り
と
手
を
握
っ
て 
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※
こ
の
論
文
は
平
成
三
十
年
八
月
に
「
富
山
文
学
の
会
」
で
発
表
し
た
内
容
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 
- 12 - 
を
知
っ
て
い
る
。「
僕
」
は
前
の
め
り
に
戦
争
に
向
か
っ
て
い
く
こ
の
国
の
か
ら
く
り
に
対
し
て
自
覚
的
な
語
り
手
だ
。「
僕
」
は
、
医
師
の
視
点
を
借
り
て
遠
方
か
ら
戦
地
に
「
手
紙
」
を
書
く
と
い
う
間
接
的
な
方
法
の
中
で
、
戦
意
高
揚
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
傷
つ
き
な
が
ら
も
戦
お
う
と
す
る
者
た
ち
を
な
だ
め
、
兵
士
た
ち
の
矜
持
を
守
り
、
誇
り
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
も
抑
制
の
き
い
た
立
場
で
詩
を
展
開
さ
せ
て
い
く
。
そ
れ
は
軍
の
強
さ
を
信
じ
な
が
ら
も
、「
だ
が
待
っ
て
く
れ
給
え
」
と
語
り
か
け
、
傷
つ
い
た
身
を
祖
国
に
捧
げ
よ
う
と
す
る
負
傷
兵
に
何
と
か
休
息
を
与
え
よ
う
と
す
る
「
僕
」
の
姿
勢
に
強
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
傷
を
負
い
、
戦
死
す
る
こ
と
が
報
国
に
つ
な
が
る
と
い
う
幻
想
に
、
こ
の
医
師
は
歯
止
め
を
か
け
て
い
る
と
も
言
え
る
。
医
師
の
視
点
の
導
入
に
よ
っ
て
、「
僕
」
の
語
り
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
完
全
に
は
統
合
さ
れ
て
い
か
ず
、
あ
く
ま
で
も
「
非
戦
の
戦
士
」
で
あ
る
「
あ
ら
ゆ
る
兵
士
の
ひ
と
り
ひ
と
り
」
に
向
け
て
投
げ
か
け
ら
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
の
価
値
は
、
激
化
す
る
時
局
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
も
、
戦
い
そ
の
も
の
を
い
さ
め
る
要
素
を
持
つ
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。 
 
８
、
お
わ
り
に 

本
論
考
で
は
、
高
島
高
の
「
戦
争
の
詩
」
に
つ
い
て
詩
法
の
面
か
ら
考
察
を
加
え
て
き
た
。
詩
法
の
な
い
詩
は
存
在
し
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、『
山
脈
地
帯
』
に
収
め
ら
れ
た
「
戦
争
の
詩
」
は
き
わ
め
て
方
法
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
詩
人
独
自
の
表
現
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 
  
そ
し
て
、
太
平
洋
戦
争
が
激
化
し
、
終
戦
の
昭
和
二
十
年
に
向
か
っ
て
詩
人
た
ち
の
言
葉
も
ま
た
そ
の
姿
を
変
え
て
い
く
。
時
局
に
よ
っ
て
書
か
さ
れ
た
と
い
う
視
点
で
は
な
く
、
い
か
な
る
状
況
で
あ
ろ
う
と
、
詩
は
、
詩
人
自
ら
の
判
断
で
選
択
さ
れ
た
言
葉
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
と
い
う
視
点
で
考
え
る
な
ら
ば
、「
戦
争
の
詩
」
も
ま
た
強
烈
な
詩
意
識
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
異
形
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
今
後
は
終
戦
の
昭
和
二
十
年
前
後
ま
で
の
高
島
高
の
詩
や
詩
意
識
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。 
 
※
高
島
高
の
詩
の
引
用
は
す
べ
て
『
詩
が
光
を
生
む
の
だ
高
島
高
詩
集
全
集
』（
二
〇
一
三
年
十
月
十
五
日
高
島
修
太
郎
発
行
桂
書
房
）
に
よ
っ
た
。 
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